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【縦覧に供する場所】 該当事項なし

 

 

（注１）本書において、文脈上別意に解すべき場合を除き、「モルガン・スタンレー」および「当社」とはモル

ガン・スタンレーを意味する

（注２）本書において、別段の記載がある場合または文脈により別異に解すべき場合を除き、「ドル」とは米国

の法定通貨である米ドルを意味し、「円」とは日本の法定通貨である日本円を意味する。

（注３）本書において、別段の記載がある場合を除き、換算レートは2015年３月５日現在の東京における株式会

社三菱東京UFJ銀行の対顧客電信直物売相場である１ドル＝120.80円で計算されている。
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１　【提出理由】

 

モルガン・スタンレーは、当社及び当社連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい

影響を与える事象が発生したため、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令

第19条第２項第12号及び第19号に基づき、本臨時報告書を提出いたします。

 

２　【報告内容】

 

（１）　当該事象の発生年月日

 

2015年２月25日

 

（２）　当該事象の内容

 

当社は、2015年２月25日付けで、米国司法省民事局及びカリフォルニア州北部地区連邦検事局民事部（総称して

「民事局等」）との間で、民事局等が当社に対して提起する意向を示していた一定の請求の和解のために26億ド

ル（3,140.8億円）を支払うことで原則合意に達した。

 

当社は、本件の和解に関連して、2015年１月20日に行った2014年度の決算発表後に、本件和解及び住宅モーゲー

ジ担保証券に関するその他の従来事件のための法定準備金を約28億ドル（約3,382.4億円）積み増した。これによ

り、2014年12月31日終了事業年度の法人・機関投資家向け証券業務のその他の費用が増加した。その結果、2014

年12月31日終了事業年度の継続事業利益および継続事業希薄化後普通株式１株当たり損益はそれぞれ27億ドル

（3,261.6億円）および1.35ドル（163.08円）減少した。

 

当社と民事局等とは本件を和解することで原則合意に達したが、当社と民事局等が和解に係る最終文書に合意す

る保証はない。

 

（３）　当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

 

上記（２）に記載の事象の結果、2014年12月31日終了事業年度の継続事業利益及び継続事業希薄化後普通株式１

株当たり損益はそれぞれ27億ドル（3,261.6億円）及び1.35ドル（163.08円）減少した。
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